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1 始めに 

外付けICカードリーダーを使用することで、NFC非搭載機種のタブレットでもICカードによる打刻を行うこ

とができます。 

 

この資料はタブレットアプリ（Android）用の資料です。 

Webタイムレコーダーで、ICカードリーダーを使用して打刻を行うことはできません。 

 

1 充電と同時にICカードリーダーを使用する場合 

USB端子が一つのみの一般的なタブレットでは、ICカードリーダーを接続すると充電ケーブルを接続できな

いため、タブレットを充電しつつICカードリーダーを使用することができません。 

そのため、充電端子とUSB端子が別に用意されている推奨タブレットを使用してください。 

 

推奨タブレット 

・ODS TA2C-DR9 または TA2C-DR94G 

｢タブレットアプリとICカードリーダーの接続方法（推奨タブレット）｣p.4 

 

推奨タブレット以外でも、充電・OTG対応のUSBハブを使用することで充電しつつICカード

リーダーを使用できる場合があります。 

※タブレット・USBハブの仕様や相性により充電できない場合があるため、通常は推奨タブレ

ットを使用してください。 

推奨タブレットを使用しない場合は、必ず事前にご自身で動作確認を行ってください。 

｢タブレットアプリとICカードリーダーの接続方法（推奨タブレット以外）｣p.5 

 

2 充電と同時にICカードリーダーを使用しない場合 

充電しつつICカードリーダーを使用しない場合は、一般的なOTG対応タブレットを使用できます。 

OTG対応のUSB変換アダプターを使用してICカードリーダーを接続してください。 
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2 タ ブ レ ッ ト ア プ リ と IC カ ー ド リ ー ダ ー の 接 続 方 法 

（推奨タブレット） 

1 使用するにあたって準備するもの 

・Androidタブレット（ODS TA2C-DR9 または TA2C-DR94G） 

・外付けICカードリーダー（SONY PaSoRi RC-S380/S または RC-S300/S1） 

・ICカード（FeliCaとMifare Classic 1K(4 byte NUID)に対応） 

 

2 使用方法 

①タブレットアプリをインストールします。 

 

詳細な操作手順は、「スマート大臣〈打刻〉：システム管理者マニュアル」-「3-1 「【タブ

レット版】スマート大臣〈打刻〉」のインストール」をご参照ください。 

 

②ICカードリーダーをタブレットのUSB Type-A端子に接続します。 

 

③ICカードリーダーのアクセスを許可します。 

｢ICカードリーダーのアクセス許可｣p.6 

 

常時充電しつつ使用する場合、タブレットの[設定]-[バッテリー]-[フル充電リミッター]をON

にすることでバッテリーの劣化を抑ることができます。 
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3 タ ブ レ ッ ト ア プ リ と IC カ ー ド リ ー ダ ー の 接 続 方 法 

（推奨タブレット以外） 

 

タブレットとUSBハブの仕様との相性による問題 

タブレット・USBハブの仕様や相性により充電できない可能性があるため、推奨タブレットを

使用してください。 

推奨タブレットを使用しない場合は、必ず事前にご自身で動作確認を行ってください。 

 

1 使用するにあたって準備するもの 

・タブレットアプリ（Android）が動作するAndroidタブレット（USB差込口がType-CでPD対応のもの） 

・外付けICカードリーダー（SONY PaSoRi RC-S380/S または RC-S300/S1） 

・充電・OTG対応のUSBハブ（Type-CとUSB(Type-A)の差込口があり、PD対応のもの） 

・Type-Cの充電ケーブル（PD対応のもの） 

・USB充電器（65W出力、PD対応のもの） 

・ICカード（FeliCaとMifare Classic 1K(4 byte NUID)に対応） 

 

PD（Power Delivery）対応が必要な理由  

PDに対応していない場合は電力が足りないため、本機能を使用できない可能性があります。 

本機能を使用する場合はPD対応の機器をご準備ください。 

 

Androidタブレットの差込口がMicroUSBの場合 

差込口がMicroUSBの場合、以下をご準備ください。 

・外付けICカードリーダー（SONY PaSoRi RC-S380/S または RC-S300/S1） 

・充電対応OTGアダプター 

・MicroUSBの充電ケーブル 

・USB充電器 

・ICカード（FelicaとMifare Classic 1K(4 byte NUIC)に対応） 

 

2 使用方法 

①タブレットアプリをインストールします。 

 

詳細な操作手順は、「スマート大臣〈打刻〉：システム管理者マニュアル」-「3-1 「【タブ

レット版】スマート大臣〈打刻〉」のインストール」をご参照ください。 

 

②USBハブ・ICカードリーダーを接続します。 

 

③ICカードリーダーのアクセスを許可します。 

｢ICカードリーダーのアクセス許可｣p.6 
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4 ICカードリーダーのアクセス許可 

「【タブレット版】スマート大臣〈打刻〉」の起動時、またはICカードリーダーの接続時に、アクセスを許

可するためのダイアログが表示されますので、[OK]をタップしてください。 

「常に 打刻 を起動する」にチェックを付けると、次回からICカードリーダー接続時に自動で「【タブレット

版】スマート大臣〈打刻〉」が起動します。 

 

＜「【タブレット版】スマート大臣〈打刻〉」の起動時＞ 

 
 

＜IC カードリーダー接続時＞ 

 
 

ICカードリーダーを使用するアプリが複数インストールされている場合は、「打刻」を選択して「一回のみ」

または「常時」をタップしてください。 

 

＜IC カードリーダーを使用するアプリが複数ある場合＞ 

 
 

ICカードの登録などのアプリの操作方法に関しては、「スマート大臣〈打刻〉 システム管理者マニュアル」

-[3-2 初回設定]をご参照ください。 
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